
【
質
問
】
自

治

体

の
個

人

情

報

保

護

制

度

は

こ
れ
ま
で
は
地
方
先
行
で
条
例
が

制
定
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

令
和
3
年
5
月
に
国
で
デ
ジ
タ

ル
改
革
関
連
法
案
が
成
立
し
ま
し

た
。そ

の
法
案
に
基
づ
き
、
個
人
情
報

保
護
制
度
の
一
元
化
の
た
め
、
自

治
体
の
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、

一
旦
「
リ
セ
ッ
ト
」
し
、
独
自
の
規
定

等
に
つ
い
て
は
改
め
て
規
定
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ど
こ
が
ど

う
変
わ
る
の
か
？
自
治
体
の
個
人

情
報
保
護
条
例
へ
の
影
響
な
ど
を

伺
い
ま
し
た
。

【
総
務
部
長
答

弁
】
改
正
「
個

人
情
報
保
護

法
」
の
目
的

が
、
国
の
行
政
機
関
と
同
じ
保
護
水

準
を
地
方
公
共
団
体
に
適
用
す
る
こ

と
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
に
よ
る

法
の
一
元
的
な
解
釈
と
執
行
の
確
保

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
公
共
団
体

に
も
法
の
目
的
を
踏
ま
え
、
期
待
さ

れ
る
効
果
が
実
現
で
き
る
よ
う
な
対

応
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

法
の
適
正
な
運
用
が
で
き
る
よ
う
、

本
市
の
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
規

律
の
整
備
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
こ
れ
ま

で
個
人
情
報
保
護
条
例
で
は
、
条
例

の
適
用
を
受
け
る
機
関
と
し
て
議
会

も
含
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
改
正

後
の
個
人
情
報
保
護
法
に
お
い
て
は
、

地
方
議
会
は
個
人
情
報
の
取
扱
い
に

つ
い
て
直
接
の
適
用
が
な
い
と
さ
れ

て
お
り
ま
す

【
質
問
】
「
茨
城
県
国
民
健
康
保

険
運
営
方
針
」
が
令
和
2
年
10
月

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
か
ら
、
県
内
市
町

村
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
料

（
税
）
の
賦
課
方
式
を
世
帯
の
所
得

か
ら
算
出
す
る「
所
得
割
」
と
加
入

者
一
人
に
係
る「
均
等
割
」
の
２
方

式
に
統
一
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。本

市
に
お
い
て
は「
所
得
割
」「
均

等
割
」「
資
産
割
」「
平
等
割
」
の
４

方
式
か
ら
２
方
式
と
大
幅
な
改
正

に
な
る
の
で
多
数
の
世
帯
が
値
上

げ
に
な
る
か
と
危
惧
し
て
お
り
ま

し
た
。

内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

【
市
民
生
活
部
長
答
弁
】
令
和
３
年

度
国
民
健
康
保
険
税
本
算
定
時
の
世

帯
・
所
得
の
状
況
で
試
算
比
較
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
減
額
す
る
と
見
込
ま

れ
る
世
帯
が
約
９
４
％
、
増
額
す
る

と
見
込
ま
れ
る
世
帯
が
約
３
％
、
限

度
額
超
過
な
ど
で
課
税
額
が
変
わ
ら

な
い
世
帯
は
約
３
％
の
見
込
み
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

【
意
見
】
県
内
の
約
7
割
の
自
治

体
が

値
上
げ
に
な

る
中
、
結
城
市
に
お

い
て
は
私
の
念
願
の

子
ど
も
（
18
歳
ま
で
）

の
均

等

割

も
半

額

（
無
料
が
要
求
で
す
が
）
に
な
り
、
ほ

と
ん
ど
の
世
帯
で
値
下
げ
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
の
国
保
の
予
算

に
は
久
し
ぶ
り
に
賛
成
し
ま
し
た
。

【
質
問
】
物
価
の
高
騰
が
く
ら
し
と

営
業
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

政
府
が
４
月
26

日
に
策
定
し
た

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合

緊
急
対
策
」
の
な
か
に
は
、
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
「
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
」

総
額
1
兆
円
の
創
設
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
財
源
を
活
用
し
、

切
実
な
要
望
に
結
城
市
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
ま
し

た
。

【
企
画
財
務
部
長
答
弁
】
当
市
へ
追

加
配
分
さ
れ
た
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
交
付
限
度
額
は
１
億
8
千
76
万

９
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
物
価
高
騰
に
よ
る

地
域
経
済
の
低
迷
や
生
活
者
支
援
を

目
的
と
し
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
事
業
」
、
燃
料
費
高
騰
に
よ
る

負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
「
施
設
園

芸
農
業
者
や
運
輸
事
業
者
等
へ
の
燃

料
費
負
担
軽
減
事
業
」
、
お
よ
び
豪

雨
災
害
を
は
じ
め
と
し
た
自
然
災
害

の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
る
時
期
を
前

に
実
施
す
る
「
災
害
時
避
難
所
感
染

症
対
策
事
業
」
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

【
意
見
】
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

に
つ
い
て
は
結
城
市
に
お
い
て
は
売

れ
残
り
が
少
な
く
小
売
業
、
消
費
者

に
効
果
が
見
込
め
る
と
の
こ
と
で
し

た
の
で
賛
成
し
ま
し
た
。
た
だ
、
現

金
が
す
ぐ
出
せ
る
方
に
限
ら
れ
て
し

ま
う
の
で
、
別
な
支
援
策
も
考
慮
し

て
ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
市
の
HP
、
お
知

ら
せ
版
や
ち
ら
し
等
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
質
問
】
消
費
税
の「
イ
ン
ボ
イ
ス
」

（
適
格
請
求
書)

制
度
が
令
和
５
年

年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
こ
と
に

自
営
業
者
な
ど
か
ら
不
安
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
消
費
税
が
免
除
さ
れ
て

い
た
小
規
模
事
業
者
や
個
人
事
業

主
に
新
た
な
負
担
が
の
し
か
か
り

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
長
期
化
な
ど

で
収
入
が
減
っ
て
苦
境
に
立
つ
事
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18歳まで均等割



業
主
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
も
の

で
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
影
響
を
受

け
る
、
個
人
タ
ク
シ
ー
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
農
家
を
は
じ
め
、

様
々
な
小
規
模
事
業
者
や
個
人

事
業
主
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま

し
た
。

【
企
画
財
務
部
長
答
弁
】

課
税
売

上
高
1
千
万
円
以
下
の
免
税
事
業

者
の
場
合
は
、
登
録
申
請
書
に
加

え
て
「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択

届
出
書
」
を
提
出
し
、
課
税
事
業

者
と
な
る
必
要
が
あ
り
、
消
費
税

の
申
告
義
務
が
生
じ
ま
す
。

事
業
者
の
負
担
で
は
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
の
登
録
申
請
手
続

き
や
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
お
よ
び

保
存
な
ど
の
事
務
量
が
増
加
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
質
問
】

コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
で

農
産
物
の
需
要
が
減
少
し
、
農
畜

水
産
物
価
格
が
低
迷
し
て
い
ま
す
。

米
の
価
格
も
大
暴
落
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
国
は
突
然
、
水
田
活

用
直
接
支
払
い
交
付
金
を
見
直
す

方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

①
畔
や
水
路
が
あ
っ
て
も
5
年
間
、

一
度
も
水
稲
の
作
付
け
が
行
わ
れ

な
い
水
田
を
交
付
対
象
か
ら
除
外

す
る
。
②
多
年
生
牧
草
へ
の
交
付

金
の
減
額
。
③
飼
料
用
米
の
複
数

年
加
算
の
廃
止

当
市
で
の
影
響
を
聞
き
な
が
ら

取
り
組
み
を
伺
い
ま
し
た
。

【
産
業
建
設
部
長
答
弁
】
①
水
稲
と

の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

（
転
作
）
の
構
築
に
向
け
た
検
討

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
農
家
へ
の

負
担
が
増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

②
本
市
で
の
交
付
対
象
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

③
今
後
は
、
麦
・
大

豆
高
収
益
作
物
へ
の
作
付
転
換
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
令
和
4
年
度
結
城
市
一
般
会
計

予
算
②
令
和
3
年
度
結
城
市
一
般

会
計
補
正
予
算
③
手
数
料
の
一
部

改
正
条
例
の
3
件
に
つ
い
て
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
予
算
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
が
こ
れ
ま

で
も
、
多
額
の
予
算
を
投
入
し
て

推
進
し
て
い
ま
す
が
個
人
情
報
流

出
・
漏
え
い
対
策
も
不
明
確
で
す
。

日
本
の
遅
れ
は
深
刻
で
す
。

安
全
性
が
確
認
さ
れ
な
い
ま
ま
、

推
進
す
る
の
は
大
き
な
問
題
で
す
。

④
結
城
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
訂
す
る
条
例

に
つ
い
て
は
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、

地
方
の
公
務
員
の
一
時
金
の
引
き

下
げ
で
す
。
こ
の
条
例
は
多
方
面

に
影
響
を
与
え
、
す
べ
て
の
労
働

者
の
賃
下
げ
に
つ
な
が
る
も
の
で

す
。コ

ロ
ナ
禍
で
病
院
、
保
健
所
、

保
育
所
や
学
校
で
働
く
職
員
は
、

最
前
線
で
住
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
先
頭
に
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
職
員
に
も
影
響
し
ま

す
。
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令和4年度予算の主な事業

予算総額324億6,219万円（前年比2.8%の増）

その内、一般会計総額182億1,800万円（前年比4.4%の増）

①高齢者移動支援事業 450万6千円

(市がタクシーを借り上げ、高齢者が片道1,000円で利用できる)
②保育士就労支援補助金 220万円

(就職祝金1人１回10万、家賃補助月額上限2万円)
③山川不動尊あやめ園整備事業（実施設計委託料 3,246万１千円

④新型コロナウイルスワクチン接種事業 1億5,798万４千円

6月補正予算の主な事業 予算額2億2,320万円

①新型コロナウイルスワクチン接種事業 1億3,231万円

②子育て世帯生活支援特別給付金 5,920万円

③中小事業者等持続化支援金事業費 1,000万円

④新型コロナウイルス感染症自宅療養者支援事業 132万4千円

6月補正（6/20最終日追加）予算の主な事業 予算額1億7,410万円

①施設園芸農家緊急支援事業補助金（燃料代 1ℓ10円補助、上限10万円）1,100万円

②運送事業者等緊急支援事業補助金 2,750万円
(貨物運送、貸切バス、タクシー、軽貨物、代行業 10万～50万円補助）

③プレミアム付き商品券販売事業 （１冊5,000円分で7,000円分購入）１億2,500万円

10月から茨城県の最低賃金32円引き上げの911円になります。

国の中央審議会での31円より1円高く引き上げられました。

結城市議会では最低賃金の大幅引き上げ（1,000円以上）と中小企業

支援策の拡充を求める意見書（３月からの継続審査で平・大里議員

が紹介議員になっていました。）が賛成多数（14人、議長は採決に

加わらない）で採択されました。

意見書は茨城地方最低賃金審議会にも提出されました。

４
件
に
反
対
討
論
し
ま
し
た

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

の
見
直
し
に
つ
い
て

＊各議員の議決結果は「ゆうき

市議会だより」をご覧ください。


